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令和4年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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・CJDサーベイランス委員会によるプリオン病サーベイランス結果に基づき中国四国地区8県のプリオン
病の実態についての報告をさせて頂きました。

・当地域ではV180I症例が全国平均に比較して多く、近年さらに報告数が増加傾向であります。
・否定症例は、てんかん症例の件数が減ってきており、累計では脳炎が一番多くなりました。
・今後も実地調査を原則に、訪問調査結果をサーベイランス委員会に正確に報告し、 中四国地区のプリ
オン病の動向把握 とともにサーベイランス委員会の活動に寄与していきたいと考えております。
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